
【㈱九州建設情報社】   1 

  

  

建設ナビ福岡   建設ＷＥＢ九州 

２０１５年６月１２日（金） 

ご入会のお申込みはこちらまで 

 

福岡市博多区東光 1-2-8 

内山東光ビル 501 

電 話 092-409-4742 

  ＦＡＸ 092-409-4743 

  http://www.kensetsunavi.com 

 

 

 

 

 

 

 

今年４月の平成２７年度定時総会で、九州地区の会

員１２８社で組織する（一社）建設コンサルタンツ協

会九州支部の新支部長に就任した村島正康支部長。近

年は、地球温暖化が原因と考えられる集中豪雨、土砂

災害などが頻発し、防災、減災に対する国民の要求が

高まり、老朽化した公共インフラの点検・診断、維持

管理・更新が社会的な要請となっている中で、問題解

決に向けて、国や自治体関係者等のパートナーとして、

連携を図り、対応策を積極的に提案していくことが建

設コンサルタントの社会的使命であり、責務であると

いう新支部長に就任にあたっての抱負や業界の課題な

どについて話を聞いた。 

   

○支部長就任、おめでとうございます。まず、抱負をお願いします 

他の支部役員と力を合わせて、

公平、公正かつ透明性の高い支部

運営に努めていきたい。少子高齢

化の社会において、建設コンサル

タントは、若手技術者の育成・確

保、女性技術者の活用・育成等さ

まざまな課題を抱えていますが、

活発な議論を通して、ベクトルを

一つに合わせ、協会関係者の皆様 

の力を結集して、対応策の実行・

実現に努めていきたいと思います。 

協会との関わりについては、３

年前に西日本技術開発の社長にな

り、そこで初めて国や地方公共団

体といった社会資本整備に関わる

業務としての関わりです。それま

で電力の発電分野にいて、原子力

の耐震などの地質、地盤調査にも

携わっていたので、ある程度の基

本的なところは分かっているつも

りですが、ただ、ダム、河川、橋

梁、道路とかのそういった分野は

業務経験がありませんので、これ

から勉強をしながら取り組んでい

きたいと思っています。

 

○これからの支部活動や担い手の確保・育成などについて 

７月１日に建コン本部と九州地

方整備局の懇談会がありますが、

九州地方整備局の方で女性と若手

技術者の活用に関する３１業務の

試行について、５月に記者発表が

あり、また、品確法の改正で将来

の技術者、担い手の確保・育成と

いうことで、若手とか、女性にも

重点が置かれている。そういった

観点から九州地方整備局の方がリ

ーダーシップを発揮され、女性や

若手を活用する業務を試行的にや

建設コンサルタンツ協会九州支部村島正康新支部長に聞く
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ろうということで、非常にありが

たいと思っています。 

確かに、支部としても女性技術

者も少ないし、若手技術者も少な

いので、将来の担い手として育て

ていかないと、この業界の明るい

将来もないのではないかと考えて

いる。そのために、支部活動とし

てこれまで若手技術者の交流会な

どを実施しているが、それに加え

て、今年度は行政も含めた女性技

術者の交流会も予定されているの

で、九州地方整備局などのそうい

った施策に対して、しっかり期待

に応えていきたい。 

また、九州各県や政令市に対し

ては、毎年１０月～１１月に意見

交換をやっており、要望を取りま

とめ中ですが、この時期は九州地

方整備局の業務発注も具体化され

る時期でもあり、女性、若手技術

者の活用を国の仕事だけやっても

だめなので、地方公共団体にも働

き掛けを行っていきたい。 

 公共事業執行の要望については、

私たちは“技術が勝負”なので、

価格だけでなく、プロポーザルや

総合評価方式などを採用し、技術

力で受注ができるような発注をし

てもらいたい。それと、将来の担

い手確保については、職場の労働

環境の改善が必要であり、年度末

にかなり業務量が集中するので、

なるべく平準化発注に努めていた

だきたい。 

 今年５月に発足した地域部会に

ついては、改正品確法でも地域コ

ンサルタントの育成・確保が重要

な使命となっており、大きな災害

が起きた時などに、地域に一番詳

しい地域コンサルタントが使命感

を持って、積極的に仕事をしても

らわないといけないのではないか

と思っています。

 

○建設コンサルタントの使命、役割について 

近年は、地球温暖化が原因と考

えられる集中豪雨や土砂災害など

が頻発し、自然の驚異から国民の

生命、財産、健康、生活を守る防

災、減災に対する国民の要求がま

すます高まっています。また、高

度成長期に造られた公共インフラ

は、４０～５０年ほど経過し、老

朽化しており、点検・診断、維持

管理・更新が社会的な要請となっ

ています。 

 このような社会からの要請に対

して、事業者である国や自治体関

係者等のパートナーとして、

緊密な連携を図り、対応策

を積極的に提案していくこ

とは、建設コンサルタント

にとって社会的使命であり、

責務であると考えます。

人々の命と暮らしを守るた

めに、私どもが惜しげもな

く、専門性の高い技術力を

発揮し、社会貢献を果たし

ていくべきだと思います。 

 建設コンサルタントは、

そのような仕事を積み重ね、

達成感を得ることができれ

ば、自らの職業を魅力あるものと思えるのではないでしょうか。

 

○建設業に対する思いは 

中国の古典に「聖人が劣悪な環

境で暮らす民を救うために、土を

積み（築土）、木を組み（構木）、

暮らしの環境を整えることにより、

民は安寧に暮らすことができた」

というのがあるとのこと。この築

土構木から土木の言葉ができたよ

うです。 

また、ヨーロッパでは、人が住

むところを城壁で囲むことによっ

て、都市（シティ）を造った。人々

は、城壁の中で食糧を生産、保管

し、城壁により外敵の侵入、攻撃

を防いだ。英語シティは、大勢の

人が城壁の中に一緒に住むことを

語源とするようです。 

シティから土木に通じる「シビ

ルエンジニア」の言葉ができたと

のこと。いずれも土木は、昔から

人々が安全、安心に生活する環境

をつくるのに大切なものだという

ことです。
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○趣味やモットーは 

「テニスなどのスポーツ観戦」

と「ゴルフ」。日本人選手の活躍を

観るのが好きで、以前は「サーカ

ー」も見ていたが、ここ最近は錦

織選手の活躍もあり、テニス観戦

を欠かさないという。「昨日は雨で

試合が延びたので録画して今日、

ゆっくり見る予定だ」とゆるんだ

笑顔の表情が印象的。リスク管理

は大事だと思うで、行き当たりバ

ッタリでなく、“何事にも事前準備

をしっかりやること”と人生訓を

話す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「プロフィール」 

昭和２５年６月２２日生まれ（６４歳）。昭和４８年３月に九州大学工学部電気工学科を卒業し、 

同４月に九州電力㈱入社。平成２３年６月に取締役常務執行役員・玄海原子力発電所長を経て、 

平成２４年６月から西日本技術開発㈱に入社。現在・代表取締役社長。福岡市東区に住む。 

 

 


